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■ 電⼦帳簿保存法対応への取り組み 
 

電⼦帳簿保存法が今年 1 ⽉１⽇に施⾏されました。経理に携わっている⽅は、来年 12 ⽉ 31 ⽇まで
の宥恕期間（ゆうじょきかん）終了までになんとかしなくちゃ、と頭を悩ませていらっしゃること
と思います。 

 
今⽉のかわら版では、私たちイーレンジャーの取り組みをご紹介します。 
Web にもたくさん解説がありますが、結論としては税理⼠の先⽣から渡された「令和４年６⽉発⾏ 
国税庁 電⼦簿保存法⼀問⼀答（以後、⼀問⼀答）」が⼀番の資料でした。（正直かなり⼿強かった
です）。 
IT 屋から⾒た印象は、 

仕組み作りはシステムよりもガバナンス 
でした。（私⾒です） 
そこで、まずは⼀問⼀答にある「事務処理規定」の作成と社内規定化、訂正削除申請の様式と履歴
簿の作成を⾏いました。次に、電⼦で⾏われる売上や経費の計上ポイントを洗い出しました。 
習うより慣れろ、ということで 6 ⽉⽉次から Share（シェア）に電⼦データの保管を始めました。 

 
図：Share に保存した電⼦の経理データ 

⼀問⼀答にあるファイル名形式になっているのがお分かりになるかと思います。Share は強⼒なバ
ックアップ機能がありますので、消失リスクの低減には最適です。 


